14．法的脳死判定マニュアルの脳波記録の抜粋P.10～15［改訂版平成22年度発行］

Ⅷ　脳波活動の消失〔いわゆる平坦脳波（Electrocerebral inactivity: ECI))の確認

［1］　脳波検査の基本条件

1)導出法


少なくとも4誘導の同時記録を単極導出(基準電極導出)及び双極導出で行う。

2)電極取り付け位置


①10/20法による電極配置を用いる(図1a， 1b)。


②電極の取り付け位置は大脳を広くカバーする意味から、例えば下記の部位とする。乳幼児では電極間距


離を確保するため、必要に応じ電極数を減らす。



・前頭極部(Fpl、Fp2)



・中心部(C3、C4)



・後頭部(O1、O2)



・側頭中部(T3、T4)



・耳朶(Al、A2)


③外傷や手術創がある場合は電極配置を多少ずらすことはかまわない。

3)心電図の同時記録


脳波記録と共に心電図の同時記録を行う。


注:可能であれば呼吸曲様、眼球運動、頤部筋電図も記録するとよい。

4)電極間距離


各電極の電極問距離は7 cm以上(乳児では5 cm以上)が望ましい。

5 )測定時間


全体で30分以上の連続記録を行う。

6)脳波計の感度


標準感度10μV/mm (またはこれよりも高い感度)に加え、高感度2.5μV/mm(またはこれよりも高


い感度)の記録を脳波検査中に必ず行う。
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7)フィルターの設定


①ローカットフィルター:0.53Hz (時定数表示で0.3秒)とする。


②ハイカットフィルター: 30Hz以上とする。


②交流遮断フィルター:必要に応じて使用する。

8 )検査中の刺激


①呼名



l回の刺激につき、左耳・右耳それぞれ3回ずつ、大声で行う。


②顔面への廃痛刺激



滅菌針、あるいは滅菌した安全ピン等で顔面皮膚を刺激する、あるいは眼窩切痕部を強く圧迫する。

9 )記入事項


検査中には以下の項目を脳波用紙上に記入する。


①検査開始時刻と終了時刻


②設定条件



・感度



・時定数




・紙送り速度



・フィルター条件



設定条件を変更した場合はその旨を記載し、較正波形を記録すること。


③導出法(表1 にモンタージ、ユの1例を示す)


④検査中の刺激の種類


⑤雑音の原因


・筋電図



・人工呼吸器による体動



・血管上の電極による脈波



・振動によるアーチファクト



・人の動き等によるアーチファクト



・その他

10) ECIの判定


適切な技術水準を守って測定された脳波において、脳波計の内部雑音を超える脳由来の電位がない脳波


であること。

11) 判定の中止


測定中明らかな脳波活動が認められた場合は脳死判定を中止する。

12) 脳死判定記録書に脳波の記録用紙を添付すること。

［2］脳波検査の実施例


(アーチファクト混入を防止し、適切に脳波測定を行うための実施例)

1) 検査室の条件


①個室が望ましい。


②簡易的な電極シールドが設置できれば理想的である。


③安定した電源と確実なアースが必要である。

2) 脳波計の条件


①3P電源プラグを使用し、等電位接地に接続する。


②F型装備部を持つBFかCF型脳波計が望ましい。


③サンプリング周波数は500Hz以上が望ましい。

3 ) 被験者への準備


①患者頭部を壁から離す:電源ノイズの防止


②空調等の風が頭部にあたらないようにする:電極のゆれによるノイズ防止


③計測中は被験者に触れたり、近くに寄らない。


④シールド・シートを使用する時は表面が絶縁されていることを確認し、等電位接地に接続する。


⑤電気毛布などノイズを発生する物は外す。

4) 周辺機器の準備


①周辺機器は3P電源プラグを用い等電位接地に接続する。


②電池駆動が可能な機器は電源プラグを抜いて電池駆動にする。


③電動ベッド等、生命維持に必要でない機器は電源を外す。


④入力箱を人工呼吸器の反対側のベッドサイドに置き、人工呼吸器との距離を離す。


⑤必要に応じ一時的に下記を行うO



・心電図モニターや呼吸モニターを外す0



・室内の蛍光灯を消す。

5 )室温


深部温が32℃未満(6歳未満の小児では35℃未満)にならないように室温を調節する。

6 )電極の装着


①頭皮の準備



・頭部を清拭し、皮膚の汚れを落とす。



・電極装着部の皮脂除去:アルコールガーゼや研磨剤入りペーストを使用して皮脂を除去する。


②電極の準備



・初めて使用する銀皿電極はエージング処理をしておく(銀一塩化銀電極使用の場合は必要ない)。



・皿電極を用いることが望ましい(6歳以上では針電極を使用しでも差しつかえない)。


③電極の装着



・10/20 法により、導出法に合わせた電極配置をする。



・前額部にニュートラル電極を装着する。



・各導出に際しての電極間距離は7cm以上(乳児では5cm以上)とする。



・皿電極の場合、接触抵抗を可能なら2KQ以下にするようにし、困難な場合には導出に使う2つの電極



の接触抵抗を近似に揃える。



・針電極使用時には接触抵抗の測定は行わない。



・頭部外モニター:体動や静電誘導などによるアーチファクトの鑑別のため6～7cm間隔で前腕部など



に装着し脳波検査と同条件でモニターする。


④電極リード



・番号の付いたリード、または異なった色のついたリードを用いる。



・電極リードをひねりあわせて関口面積を小さくする:電磁誘導による交流雑音混入の防止とリード線



の揺れによるアーチファクト防止。



・番号、または色に基づき電極装着部と脳波計入力ボックスの番号を対応させる。


⑤脳波測定システムの総合的機能チェック



・全ての使用電極を順番に鉛筆の先端などで軽く触れて妥当なアーチファクトが生じるかどうか確認する。

7)脳波記録


①検査の不備や漏れがないようにチェツクシートを作成し、シートに沿って検査を進めていく(表2 に


チェツクシートの1例を示す)


②検査開始時と終了時に時刻を記録紙上に記入する。


③ハイカットフィルターや交流遮断フィルターを適宜使用し、アーチファクトを除去する。


④アーチファクトが生じた場合は、記録紙上に記入する。



・原因が特定できた場合には原因を除去して記録する。



・アーチファクトの客観的証明のために、アーチファクトを再現させ記録することも有用である。


⑤記録中に呼名と顔面への痛み刺激を行い、その旨を記録紙上に記入する。


⑥記録開始時や設定条件を変更した場合は、その記録の前後に較正波形を入れ、設定条件を記録紙上に記



入する。

8 )脳波記録の手順の1例(図2)

9 )脳波の判定


①適切な技術水準を守って測定された脳波において、脳波計の内部雑音を超える脳由来の電位がない脳波


であることを確認する(ECIの確認)。


②心電図、及び他のアーチファクトの混入が明確に指摘できる場合はECIと確認してよい。

10)ペーパーレスタイプの脳波計を用いた場合


①別プリンターにより従来のベン書き記録と同等の精度で記録時の設定条件や記録時刻がわかるように脳


波波形を出力する。


②少なくとも600dpi以上の分解能をもったプリンターが望ましい。


③プリントアウトした脳波記録は脳波測定の連続性がわかるようにする。


④脳波測定時とプリントアウトした波形のモンタージュや設定は同じにする。


⑤ディスプレイ画面上でECIの判定を行ったとしても、紙に出力して記録する。

11)脳波記録の保存

脳死判定記録書に脳波の記録用紙を添付し、判読の報告書を別紙に記載して保存する。
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表2・チエツクシートの1例


ECI測定用チェツクシート


□周辺機器・外部環境チェック


□電極装着


□モンタージュをECI測定用に設定


□接触抵抗値2kQ以下もしくは導出に使う2つの電極の接触抵抗が近似で


	あることを確認(針電極の際には測定は行わない)


□接触抵抗値チェックデータを記録紙に記録(針電極の際には測定は行わない)


□電極短絡状況確認(電極をベンで叩く)


□10μV/mmの感度で50μVの較正波形を記録(開始時刻と設定条件を記入)


□単極導出で測定し、呼名と顔面への痛み刺激を行い記録紙に記入


□双極導出で測定し、呼名と顔面への痛み刺激を行い記録紙に記入


□10μV/mmの感度で50μVの較正波形を記録(設定条件を記入)


□2μV/mmの感度で10μVの較正波形を記録(設定条件を記入)


□単極導出で測定し、呼名と顔面への痛み刺激を行い記録紙に記入


□双極導出で測定し、呼名と顔面への痛み刺激を行い記録紙に記入


□2μV/mmの感度で10μVの較正波形を記録(終了時刻と設定条件を記入)


□全体で30分以上の連続記録
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